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医系科学研究科長を拝命して
大学院医系科学研究科長　丸山　博文　

　このたび、大段 秀樹研究科長の後任とし
て、広島大学 大学院医系科学研究科長を拝
命した丸山 博文です。よろしくお願い申し上
げます。
　本研究科は大段先生の強力なリーダーシッ
プのもと、スムーズに医歯薬保健学研究科か
ら医系科学研究科に発展を遂げました。この
間、長年の懸案であった動物飼育施設の増築
に目処がつき、研究室間の情報共有・情報交

換のWebシステムとして「広大霞Lab Secretary」が開始され
ました。これらは疾患モデル動物・レンタルラボ・リソースの情
報共有をキーワードに運用がなされる予定です。また横断的な分
野間の連携・融合を図るべく活動が継続されている5つの学際的
研究推進部会については、活動を「見える化」し、霞地区の研究
活動を統括するべく研究推進委員会が研究科の組織として2020
年度に設置されました。他分野との共同研究も見据えながらこれ
らを発展させていく必要がありますが、これからまさに運用に工
夫を凝らしていく時期となったと思います。今後の発展への期待
に私自身、胸を膨らませています。
　ただ、この1年はCOVID-19対応で大幅に活動が制限されまし
た。特に留学生の入国・出国には細心の注意が必要な状況です。
しかしながらFace to Faceの討論・会議の機会は減少したもの
の、Web会議になったことで移動の負担が減少し、参加者が増加
したというメリットもありました。今まさにワクチン接種が進めら
れていますが、当面この状況は続くと思われ、研究科としてもオ
ンデマンドの授業を増加させ、遠隔地での修学が可能となるよう
な取り組みを進めていきたいと考えます。また外国人留学生を積
極的に受け入れていますが、それに伴い英語での授業をさらに実
質的に拡大させていく必要があると考えています。引き続き、地
域に根ざしつつ世界に通用する研究者の育成に努める所存です。
　大学全体としては第3期中期目標・中期計画の最終年度にあた
り、6年間のまとめと次の第4期中期目標・中期計画へ向けて発
展していく時期となります。スーパーグローバル大学創成支援事
業（トップ型）の支援も残すところ3年となりましたが、今後は
SDGs（Sustainable Development Goals、持続可能な開発目標）
についても目配りが必要になります。教員数が全学の約1/4を占
める本研究科の使命は大きいものがあります。また人員配置につ
いては学術院の基礎領域長・専門領域長と緊密に連携していく必
要があります。さらに放射線影響研究所の霞キャンパスへの移転
は是非とも実現していただきたい案件です。
　私自身は副研究科長・教育委員長を1年務めたのみで、研究科
運営の経験が乏しい若輩者にすぎず、医系科学という巨大な研究
科は、皆様のご協力がなくては運営できません。各部局との連携
を密にし、その発展に精進する所存ですので、どうかよろしくお
願い申し上げます。




